
R3年度 使用済み紙おむつリサイクル推進に向けた実証事業の概要

①収集・排出サポートシステムの活用：使用済み紙おむつの収集運搬を、
タブレット等のICTを活用し、オンタイム回収（４台⇒２台）の実証。
無償配布の紙おむつ専用袋の回収物に異物が少なく、使用済み紙おむつ
から紙おむつ等の原料を製造する水平リサイクルに適した品質を確認。

②AI配車システムによる回収等：AI配車システムによる使用済み紙おむつのルート回収を実施した結果、約１/４の
時間で回収。使用済み紙おむつ（926㎏）を分離・洗浄して抽出したプラスチック（97㎏）やパルプ（116㎏）を、
遊具ブロックや建築内装材等のアップサイクル（資源の高度利用）製品を生産。一方、異物の除去技術の開発や着色
等の外観対策が必要。

・収集・排出サポートシステムを活用したオンタイム回収の実証
・水平リサイクルに向けた回収物の組成分析調査
【実施地区：町田市南つくし野地区（約2,500世帯中約100世帯から使用済
み紙おむつを回収）】

実証事業①「収集・排出サポートシステムの活用等」

・AI配車システムを活用した効率的なルート回収の実証
・使用済み紙おむつリサイクル品のアップサイクル化に向けた調査
【実施地区：町田市三輪緑山地区（約700世帯中30世帯）、八王子市七国地
区（約1,200世帯中約50世帯）】

実証事業②「AI配車システムによる回収等」

【事業者：小田急電鉄株式会社・ユニ・チャーム株式会社】 【事業者：凸版印刷株式会社】

実証結果

使用済み紙おむつのみを効率的に回収していく仕組み

アップ
サイク
ル製品

比較項目 通常 ICT活用

総走行距離 26㎞ 10㎞

紙おむつ回収車台数 ４台 ２台


